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塾

水銀鑛石の組織に關すろ研究
一鑛床の生因にも關遮して一

牛澤信人．．
（駆ヨ斥「129＝／：辞2月28日受理）

Resarches　en　t・he　Texture　o£　Mercury　Ores

　Relating　to　the　Genesis　of　the　Ore　Deposits一・一一

Nobuto　UsmzAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs’tract

　　　He　studied　the　texture　of　ores　o±”　the　principa｝　mereury　mines　ltomuka，　Oketo，

［lrokoro，　Teshio　ete　in　Hokkaido　£or　”uhe　purpose　ot’　elax’ifing　the　genesis　of　the　ore

deposits　and　with　the　view　of　the　treahnent　o±’　the　ores一．

　　　On　’the　observation，　1＋．　is　speeially　profitable　to　study　radiatin．ff．　the　oblique　light

on　the　normal　thin　seeeion　whieh　is　sealed　ln　Camada－bal：am．　On　this　way，　we　ean

diseyiminate　some　kinds　of　modMeat：ions　of　mereurie　su｝phides　more　clearly　and　rela－

tion　between　mereurie　sulphide　and　o’ther　minerals　and　on　this　way，　it　is　eapable　of

s加dying　native　mercury　which　is　sealed　i〕ユthe　ordinary　thin　sections．

　　　｝le　elarified　the　paragenetie　relations　o£　eaeh　mineral　in　the　mineralizing　period

ap－d　the　p，roeess　of　mineralization．

　　　He　think　it　is　signifieant　that．　He　decrocriioed　the　oeeuerenee　of　SCRWATZITE　whieh

wa＄　found　in　ouT　country　£or　the　first　time　and　paragenetie　re｝ation　between　cin－

nabar，　stibnite，　chaleopyrite，　sphalerite　and　pyrrhotite　ete．　1　advoeated　the　signi－

fieance　Qf　metasomatie　action　of　einnabar　bearing　solution　and　Mustrated　the　genesls

of　the　ore　deposies　in　conelusion．

は し　が　き

　　　北海道内における代表的な水銀鑛霞の鑛石組織について研究し，併せて鑛床の生因論的考

察を試みた。薦窟，原田，石儒の各i教授ならびに矢島博士等に種々御指導と御批判をいただい

た事に深く感謝する。

含水銀鑛物の一般的性質

　　　從來北海道においては辰砂・準辰砂・霞然水銀等3種の含水銀三物が知られている。これ

等の諸鑛物は北海道内に限らず一般に，水銀鑛床に普遍的に産し，しかもこれ等以外の含水銀
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畑物は一般に極めて稀なものとされている。

　　萌らかに産出のみとめられる頭物は以五の如くであるが矢島澄策7）は置戸鍍山の鍍石の分

析値中に盛素が含まれていることから，さらに盤化水銀の存在を豫隠している。筆者は最近算

盤仁山の鑛石中に含水銀黒幼鋸鍍（Sehwatzi宅e）らしきものを見出したが，これについては後に

怠れよう。

　　含水銀鍍物の中で最も主要にしてかつ殆んど猫占的な地位を占めている，所謂辰砂は母岩

の裂鐘，細隙，節理等に輩猫又は菊石を絆って霊歌をなしたり，多孔質な母居中に鑛謁したり，

或いは又母岩を交代して塊駄を呈する。

　　この辰砂（Mevcurie　SU　Iphide＞はこれを肉眼叉は縁下の薄片で観察した場合，その色は，

いずれも赤色を基調とするがsear蹴red，　briek　r磁，　dark　puゆ1i曲grey等々色調に多様

性を有することが一般に知られている。辰砂と同質多像の蘭係にある準辰砂〈Met翫一。呈麟鋤ar＞

はその産出が極めて稀なものとされているが，從來曙色の硫化水銀に饗しては我々は嚴密な稔

討を加えずに準辰砂なる名樗を與えるのが4≧ばならわしであったといえよう。

　　梅垣嘉治mの詳細な研究によれば顧微鏡による観察のみで封立的な局質二劇場係にある硫

化繊を撒けることは鵬咽糞髭なことであり・か噴砂の鰯ρ多灘ヵ轍・隠するも

のか現在のところ不明であると論いている。

　　所謂辰砂の通常の厚さの薄片を透過光で観察する場合一般に透明度は趣く低いが離石によ

り，叉同一資料でもその部分によって非常にその透畷の度合を異にする。一毅に裂隊や孔隙等

の自由藩閥に晟出したものは，透朋度が比較的大きく，母岩や辰砂前の脹石等と交代するもの

は透明度が比較的に小さい傾向がみとめられる。これは主として，結晶粒の大きさにも無意す

る。

　　このように一一一“ftに透明度が小さいために透過光による観察は左程有効ではない。特に散黙

歌の小粒を観察する場合においてその感を深くする。筆者は通常の簿片を観察する髪置におい

て箪に下の反射鏡から上って悟る光を噺ち，薄片の上に斜めに光をあてて鏡筒をのぞくことに

より，換言すれば斜反射光線を利用して通常の薄片を観察することが硫化水銀の多様性を識別

するのに非常に有勘であることを見逸した。

　　このことは叉硫化水銀と他種の鑛物の聞の相：互の縫伴のIVこ態を観察したり，叉從智恵微鏡

観察では，全く見おとされてきた薄片中に封じこめられた自然水銀を観察することが可能であ

る。例えばイトムカ・愛山漢・常呂等の霞畿蛮南の鑛石中に含まれる自然水銀の一部はこのよう

にして観察しうるのである。次に反射光による通常の琢磨面の擬察について濁れよう。辰砂は

比較的にその溺るさが小さいことから充分に明るい光源を使用しなければ，その異方性とそれ

に基づく組織を観ることが困難である。辰砂の著しい特性である内部反射の現象は明るい光源

と高倍率の断物鏡を使用する程著しい。
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　　以上のように薄片の透魍光ならびに斜反射光による観察，ならびに琢磨鷺の反射光線によ

る親察等をもとにして筆煮は硫化水銀にみられるmodifieation縦互の關係を次のように推論

したい。通常の簿片観察によって，多様性を示す赤色調の硫化水銀もこれを琢磨面の反射光で

みた場合は著しい相違を示さない。叉薄片を透過光臨は斜反射光で観察した場合，完全に不透

魍で暗黒色にみえる少くともある種の硫化水銀は適常の反射光弾の琢磨面では，種々の黙で非

鴬に著しい相違を示すのであらう。開らかに準辰砂と決定しうるものは別として，前述のよう

に種々な赤色調を示す各種の硫化水銀のmodifieation閥の纏互の關係を鑛床の生成條件と結

びつけて傾向的な事を論ずるのは困難である。このように硫化水銀のmod翫就i◎lx間の相互

關係と鑛床の生因的考察を結びつけて論ずることが困難であることは，早期呼出の硫化水銀が

生成後の還境的影響に聾して從奇いわれているように極めて不安定であったためと思われる。

　　この黙水銀鑛床にイ争い同じく醤三牲陶質多像關係にある黄鐵鑛一白鐵鑛が安定であるの

とは著しい蓬であると考えられ6。

　　堅石を形成する硫化水銀は殆んど常に結晶質であり，晶神町出の♪ヒ較的粗晶缶子性のもの

を別とすれば，殆んど常に下県他形不等昏昏集合鰹をなし，個々の結愚粒子の大きさは電解

O．1～0．01m直烹程度のものが多い。硫化水銀自鰹が膠質椿造を示すことは殆んどみられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　薩　件　鑛　物

　　水銀鑛床においてその鍍化期に，綴互に蟹接に網件って産する鑛物は殆んど例外なく淺熱

水性のものに限定される。

　　特に火成；霧を母岩とする場合には一括して漂白作用（ble乱ching　action）とよばれる母岩

の攣質が署しい。線泥石化作用・絹雲母化作用・珪化作用・炭酸璽化作用等がその主なるもの

である。含水珪酸盤期・無水珪酸期とも名づけらるべき段階である。このような母岩の饗質は

一般に鑛化作用に先騒げて行われる。珪酸臨はその後の鑛液の上昇に件う二次白梅3作用により璽

基が溶糊し高陵土に糖化することが多い。

　　上述のような母岩の攣質後の鑛化作用の物期においては母岩の裂隙等をみたす，版石とし

ての無水珪酸が上昇沈澱する。無水珪酸は水銀下床に最も頻繁に随伴する黒石であり，羽毛愚

ないし微細粒歌の玉髄質であるごとが一般である。響町の石英は少く，蛋白石はむしろ稀であ

るといえる。無水珪酸に後績するのが炭酸聰である1淡酸盤（一般に方解石）は粗壁なものか

ら非隅隅に近いものまであり，これが繰返し沈澱する場創こは一般に早期のもの審判晶である。

時には稀に硫酸盤を伺卜うことがある。（置戸鑛山の重：誤謬1）

　　硫化水銀・硫化鐵鍍，その他の硫化物等の主なる生域期は開化作用の末期であることが

，多い。

　　この様に水銀鑛化作用の一一般的傾向として早期から晩期にむかって下圓のように含水珪酸



盤期｝一無理珪酸期　　炭酸墜註期　　（硫酸早期）　硫化鋳物1墾と圓式化することが可能であ

ると考えられる。時には硫化物物期以降に無水珪酸や方解石の生卵をみることもあるが，これ

は諸條件からみて上述のような相互に密接な關係にある顎脚作用とは別の周期に鵬するものと

藩えられる。

　　　　　　　　　Su恥職エ量ze煙Diagrani　O£Sequence　oS船難e歯茎Zaもio鷺

　　　　　　　　　　　　　　　　　pH（large→sma11）

　　　　Hydrous　S三1icate　　　・・9’｛s　　　r・“nv　　　　一一　tthW・t・pm”一　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　base　disolved　away　：
　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　Anhydrous　S2ユica　一一一s・・1’一　．一一t－　　　　an　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　；　（Py・Cb）　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iearbonate

Sulphide

　　　　ユぬオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　｝　　　　　（Cb）　　　　　　i
　　　　i　　＿＿＿　　　＿　　　V－　　1
　　　　1　Cp　P・SI　Sb勲y勲工・Sw瓢七・Cb　l

（　）＿．．．Contempora〕leOUS　precipi七atiOl｝

Sb、．．＿S七iblli七e　　　　　　SW．，．．．9Schwa七媛七e

Ms、．。．．．廻：arcasite　　　　　　　　熟圧七C，、．　Me七acinnabar

Py．．．．．．Pyri七e　　　　　　　　　　　C正）．『．、．顧C．三miabar

Cp．．．．．．（）halcopyrite　　　　　　PO、．．．．．Pyrrho七鋤e

Sl．＿．．Sphaler三七e

　　　第1圖　晶出順序に醐する概念的閥表

　　水銀鑛床に俘う硫化鍍物として最も普遍的な硫化鐵鑛は量の多少を別とすれば，如何なる

鏡床にも欲く事はない程廣く存在する。硫化鐵鱗は時には殆んど黄鐵鍍のみからなるが叉時に

は大部分が白鐵鱗によってしめられていることがある。しかしながらほぼ圃時期に比較的多量

の黄鐵鑛が極少量の白鐵鍵の薩陣する場合も多い。

　　時には明らかに早期に黄鐵鑛，晩期に白二二の生成する例がみられる。硫化水銀・自然水

銀等は硫化鐵鑛におくれて生威するのが…般である。しかしながら硫化山回に先立つことも稀

ではない。時にはこの磁牝鍍物期に禽水銀駒鋼鑛や黄銅鑛・閃亜鉛鑛・磁硫鐵鑓つ多1鞍鍍等を

俘うことが麦）る。

　　上述の無水珪酸ならびに1方解石の生成期にこれ等とともに辰砂や黄鐵鑛等が同時沈澱を行

っていることがある。同時沈澱溝造はすでに四温．Dreyeri8）も記載しK：撒薦kpfエ9）によつ

ても論かれているが本邦の水銀鑛床については未だ殆んど記載がない。しかし決して稀な構造

ではなく筆者の観察したものにも置戸・愛即智・北門門の玉髄質石英の一部に，叉常呂鑛山の

方解石の一二にその構造がみられるのである。特殊な構造としては常琶鑛山の鑛石の…・都の斑

鮎駄辰砂粒の周團に．玉髄質の‘‘pとessure　sh勘dow，，の形成しているのがみられる。

　　Pressure　shadox＆「については即く最近においても牟田邦彦6）によって磁鐵鑛粒の周邊に

みられる緑泥石の‘‘pressure曲adow”立見辰男me）によって叩放岩申の黄鐵鑛の斑歌攣贔の
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周期こみられる玉髄質の“p：ressure　sh鍼ow”が記載されている。常呂鑛山における辰砂粒

の周邊の玉髄質pressure　shadowの勇多域Pは三三と玉髄の沈澱ノ｝誠期が極めて蟹接であり’，

爾者の生成時に何等かの環境的三門に慮じて爾者の間に相封的な連動が行われたためであると

考えられるQ

　　しかしながら上下のような無水珪酸期における灰砂の生域は後期の硫化水銀の生成に圭ヒ肥

して絡段に劣勢であって経物的には無二値に近い。置戸鑛山の例では無水珪酸期liこ辰砂ととも

に褐鐵鑛その他の未詳震物が同時沈澱を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　鑛石の組織

　　イトムカ鑛霞（北見鴎常呂郡留邊蘂町字霞士見）

　　粒欺安山岩を乱君としその歴三二に鑛床を胚胎する。燈：岩の三二は一様ではなく極めて錯

雑し窟鱗竸の近傍においても二言からとりのこされて，殆んど新鮮な曙働色餅財1妬安山岩か

らなる増分もある。粒状安山岩の地表に近い吉β分は鉦く罪作驚によって聡色し筒陵土に攣って

いる。

　　風化作矯の影響の全く及ばない深部の鑛化作用の中心に近い部分も二二次的塗質作∫再により

：げしく二色して粘土化している。

　　例えば下5番坑門の3號樋の近くでは一見して純白色に近い粘土責岩中に鮮紅色の竹下が

門門で赤くそめたり，又は辰砂と絆う誉腿質駐酸脹により貫かれている。このような辰砂の鍍

染部を鏡下で憎憎すると，1晶出岩の石基幅造が縄つかに獲i存し全髄として線泥等化・瓶工摩化

作絹等をうけている。そしてこれは更に硯野の3分の1程貰が二i次的に高陵土に遜化し，こ

れに白鐵鍍辰砂等が含まれてみる。この浦陵｛二化作用は＄北1歌こおける幾分酸性と想像される

上三熱水門の彰響をうけて嘗墨が溶険し二吹的に墾質したものであろう。

　　鑛化期においてはヨ．，～冥石英・1方1屡．イ1・自球鑛・Js砂ならびに肖然水銀等がほぼこの順に

極めて密接に相三って生成した。主に幾分墜翼のブ∫療の警帽をみたす從來牛肉ロース歌の脹と

いわれるものがある。これは通嘱鑛巾が激e1γ1程度の白色賑の爾．実際に薄く辰砂のすじのみえ

る乳遺である。臼色賑の大都分は玉骸貢の着亮よりなり爾盤際に毒く：方解石や叡歌な㌧・し錐撒

の自警性情戯鍍・辰砂ならびに自然水銀等が生成している。勘；ち袴蜘！の頭物が玉髄賃冶喪の生

二丁1霊に澹って生回した事費をしめす。（旧版1の3）

　　董髄質∫」門生威後の二二の微少二丁は含水膠；l／こ珪酸が脱水して准膠飢に焚質した際の牧縮

開隙と考えられるd

　　このような属出順序は，肥る場合には方解石や辰砂の赤いすじが爾盤から玉髄賑中に入り

こんだり，叉董髄脈の中央にも赤いすじが存在することにより肉眼的にも槻察されるのである。

　　　通言な例は大澗水金宝く蛮山の鑛石に最も著しい。



102　　　　　　　　　牛澤信人　　　　　　　　　
6

　　かかる鼻面には時に極めて多量の自然水銀を伴うことがある。自然水銀は盤際に付着した

り，玉髄中の愚慮や或いは一見して全く孤立していると想像されるような室隙に滲透している。

薄片による観察ではα1mm程度の多鍛の水銀粒が辰砂に園まれて生成している。時には粒の

まわりの辰砂が黒ずんでいるが如何なる理由によるものであろうか。偲版王の1）

　　一般に母岩の画質ならびにこれにつづく鑛化期の諸鑛物の生域は極めて密接であるが必ず

しも常に後期のものが前期のものを邉覆ないし交代して生威しているのではない。綱互に著し：一

い場所的なずれがみられるのである。倭坑水準においては嚇しい量の黙商歌の自然水銀が殆ん

ど輩濁で薪鮮な安山岩の割目や節理叉時には柔軟な粒駄安両岩中に鐘細している。父鑛床の末

端では辰砂は白絹鍍とともに肉眼的には蚕く新鮮で，鏡心でわずかに緑泥石化・方解石化作用

をうけた複輝石安山岩中の微細な割目に沿って注入し，全く嚢鮮な軍斜輝石を園んでいる場合

もある。（圓版1の2）

　　往時倭坑水準の1號鑛においては一見殆んど純粋の辰砂のみよりなる鑛幅1～2尺を上下

する不規則脹を稼如したことがあった。残留ないし漂砂鍍として地表部に産した品位の高い辰

砂礫もこの種のものであった。かかる高輪位塊歌鑛は鏡熱では少量の自訴性白幅出・多少の塞

隙・石部等を含んでいる。（圖版1の4）　この石部は交代作用の残物であり朋らかに安山岩の

石基構造をのこしている。即ちこのような交代鑛脈の形成は比較的輩純な：構造の裂鐘を通じて

鑛液が虚誕に滲透して生じたものではなく，この部分が特に複雑な激成的連鑓的な繊晶帯をな

していたために，上昇鑛液の速度が遅滞するとともに相墾寸的に墜力の上昇をもたらし交代作用

が速進せしめられたものであろう。

　　油化作用は極めて微細な害嘱にまで及んでおり，鑛鰹中心部の近くにある“pebble　dyke”

を構成する硬い古期の頁岩圓磨礫の中にまで及んでいるのは興昧深い。辰砂は，これに先立つ

玉髄質石英の極めて微細な放斜忍ないし岡心仏駄の割目にも浸入している。個飯1の5）

　　極めて微細な聞隙にまで入りこむ鑛化作用は上昇熱水液の墜力とともに毛細管作用によっ

て速進されたものであろう。

　　5號鑛付近の謡歌安山岩がはげしく陶土化作用をうけた部分には石英一方解眉一白蝿帳辰

砂（晶ほ噸に）等より成る無蓋がある註）。石英は早期に贔呂し比較的粗粒（0．2・m程度）にして

璽砕作用をうけ後期の鑛物によって膠結されている。白面恥の表面は極めて薄く斑転瞬域分の

膜に蔽われているが，この斑冷雨の生成は内祝には及んでいない。

　　置戸鑛趣（北見國常呂郡置戸村）

　　粒歌安山岩を母岩としその地表に近い破確乎中に鑛石を胚胎する。帰化作用の初期におい

ては主として玉髄質の珪酸が極く少量の黄鐵鑛・辰砂等とともに沈澱し白鐵鑛と辰砂ならびに

自然水銀がこれにつづいた。玉髄質の珪酸と一時に生威した硫化鐵鑛はすべて蒸飯鑛より過る

　謎）　この試料は野村漁業イ！・ムカ鑛業所の水口丈作氏によって提供されたものである。
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に反し珪酸沈澱越後の硫化鐵鑛は主として白鐵鑛のみよりなるのは興味深い。

　　玉髄質の振は膨縮の甚しい不規則細脈で時には比較的廣範に踊歌安山岩質の母岩中に振散

している。主として透明な羽毛歌の玉髄よりなる。この中には黄鐵鍍や鮮紅色の辰砂が搬土質

物・褐鐵鑛等が塵歌頭は墨流し歌に含まれている。

　　玉髄中の専属鑛は完奎自形の6面欝欝は5角12面鰹で明かに流動した形跡をしめす散

鮎歌か，Nはそれらの凝集した塊朕をなす。黄鐵鑛の周邊には踏歌の辰砂がむらがっている。

　　かかる辰砂は肉眼には恰も通！清中の血餅に近い感じをあたえる。欄版1の6）偶版1の7）

　　粘土質物・褐鐵鑛等も同檬に玉髄質珪酸中にふくまれ，これと等時沈澱するがこれらのも

のは膠歌珪酸の晶化の速歩とともに朋毛歌玉髄の外かくにおしのけられたような感をいだかし

める。玉髄質逢酸の微晶洞内には時に蛋白石質の珪酸が辰砂を伴って充填している。蛋白石は

鏡下で蝉吟が著しく粗で屈折輩が低く十字ニコルでは殆んど暗黒に近いが，かすかに‘‘black

croSS”がみとめられる。個版Hの10）從來蛋白石の記載は非常に多いが」｛三確には筆者は比較

的稀なものと考えている。

　　天龍鑛床の粒歌安山岩よりなる坑道の側壁に孤立したIVこ態で存在した拳大の褐鐵籏塊は，

一見して辰砂の存在などは全く期待し得ないのであるが，無下では次のような共生關係がみら

れる。

　　郎ち褐鐵鑛と包有物の多い瀦毛歌の玉髄・未詳鑛物・辰砂等が嗣時に沈澱している。個版

IIの8）（蝦反IIの9）　樹樹伏の辰砂は偶鐵鑛内にも少量存在するが殆んど大部分のものが褐

鐵鑛の周りをとりまく未詳黒物中に散黙し玉髄質石英中には存在しない。

　　　未詳餓物は鏡下に淡黄緑色で複堀折率高く十字ユコルでは暗黒に近い。

　　愛別鑛幽（石狩國上川郡愛男li村）

　　粒歌安山岩を母岩とする。粒歌安山；岩は更に局所的に無水i麹酸，線泥石，絹雲母化作用等

をうけている。

　　その後の馴化；gj　1，こは上昇熱水液による高陵土化作用も行われた。冗山地醜では紙藩論m

を上下する不規則な珪石版が粒歌安山岩をつらぬく。これは北米の太李洋洋地域の水銀鋤床地

帯でいう“　Qvieksilver　roek”に比すべきであろう。外槻白色陶器質で鏡下では玉髄質石英

よりなる。一周1には圃時沈澱の歌態で極めて微量ながら辰砂を含んでいる。硫化鐵鍍は極く少

量随伴するにすぎない。その大蔀分は白鐵鑛で黄鐵鑛も少量槻察される。炭砂は“Quicksilver

rock’”の盤際に澹って上昇し割属に勝ってこの中に生威するか，直接母岩を鱗化している。愛

別鑛山では比較的多量の漂砂鑛を産した。辰砂の漂砂鑛塊のあるものはイトムカ・置戸等の鑛

凄におけると同様鏡下では，安山岩の石基の構造をもつた撫物や曹長石化作用を蒙った斜長石

の菱形斑晶が殆んど原形のまま辰砂による交代作用の贈物として含まれているのが観察され

る。（闘版11の11）
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　　愛山渓鑛出（石狩國上川郡営男彗村字安足間）

　　粒歌安山岩を母：岩とする。

　　鑛床付近では母暑は著しくどll化作用を受けている。珪酸の中には擦少量の辰砂が同時沈澱

の歌態で含まれる。

　　黄鐵鑛と少量の白鍼畷を俘い爾都よほぼ同時期のものとみられる。ついで辰砂と自然水銀

が生成した。自然水銀の一編は逓常の簿片によって観察が可能である。自然水銀は辰砂ととも

に…見全く無傾向に輪講しているように見うけられるa

　　常呂鑛山（牝見國常呂郡ルベシベ町）

　　齋藤昌之5）によれば鑛床は白描紀と先白亜紀との爾暦を謝す．る衝上噺暦に沿って胚胎され

たものとされている。鑛化作用の初期においては石ノ：・微細粒蟹玉髄質石英等が生威し，これ

らは著しく破弊粒歌化している。このいわば無水珪酸の生成期に一部の辰砂の沈澱も肴われ驚．

らしいことは既に燭れたように，辰砂粒のまわりの玉髄質石英の‘‘pressロre　shadow”の1停在

することによって考え．られる。（醐版Hのユ4）：方解石は繰返し上昇した。その初期の比較的細

粒方解石集合盤中にはその輩晶毎に微粒歌辰砂が1～歎個宛内包されているのがみられる個

版Hの12）これも…種の同時沈澱構造と考えられよう。ついで詠振ならびに自然水銀とともに

これにわずかにおくれて極めて鰻試の黄鋸鑛と磁硫鐵鑛カツヒ成している。さらにこれ等は黄鐵

鑛によってつつまれる。（旧版IIのユ3）

　　黄銅鑛は極めて跳鼠であり，両倍率油壷レンズで一丸みとめ得たにすぎない。（第2圖〉

　　　磁硫鐵蹟？　寒路でBorn2七e　pink　colorを示し十字ニコルで著しい異方性を示す。抽浸中で殆ん

　　ど朋るさを減ずることなくKCNに旧しても殆んど反目を．示さずKO｝1に噂してはたちまち褐翻する

　等のことから磁擬護ZJ｛’と説£定される。

≒ピ

　　緬幹

　ロロロ　　ヤ　　ぴリドリアて　
　　　　ピ　鱒
一一一…一u〆
　　　　の　　　まが
　　　　　　　や　　　　　　　締
　　　げ鞭

一戸羅馬一一叙一一＿

　　　　　　2塗一　　

　　　　　　　cム・・・…（ン椀催毘ゐ践卸

　　　　　　　Ao’¶∴陀γηん。魏¢

　　　　　　　　　　　　　　　2f‘　一・　・泌緯

　　　　　　　　第2圖」」・砂1凱嫉磁硫鐵5虞㌧敵戯の共生關係

自然水銀の産歌は薄片によって明らかに親察することが出來る。

　　　　虻　　　　＿　　　　鍛夢

　認一
　　　　　　　　　礁ウ5伽魍um一　ha”ITMth’tpm，tu’＝mulVM＝一’de

　ep…”‘磁砺妙〃f・

　ptvwt一・　｛？c＞t　r’i’1’e
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　　斜反射光による簿片の槻察では自然水銀粒の多くは辰砂とともに硫化鐵鑛中につつまれて

いや。これは辰砂と自然水銀の生成期が極めて密接であ？たことを示すものであろう。硫化鐵

鑛は黄鐵鑛を主とし，榊こ白蝶鑛を親ることが出乾る。辰砂や方解石はその後もなおつづいて

生域されたらしい。

　　常呂鯉山においても鑛化期間中の比較的末期に上昇熱水液による高陵土化作用が行われた』

形跡がみられる。常呂鑛山における辰砂と黄鋼鑛ならびに磁硫鐵鍍の共生は極めて注目に値す

るものであろう。

　　奥東下出（北見國紋別郡上骨村）

　　下床は日高町の黒色粘板岩中の破砕帯に胚胎される劣勢な細脹である。辰砂とともに石英

・白鐵鑛・揚鐵鑛等と騎俳する。

　　北鎭鑛霞（北見國紋別郡緒骨丁字中緒骨）

　　雪山付近の地質は日高系の黒色頁岩・硬質砂岩等の書期贋を基盤とし，その上に不整合に

のる薪第三紀の八十土居よりなる。壁床は主として頁岩・砂岩・細粒礫岩等の四二よりなる八

十士層中に胚胎されるが基盤岩暦中にも胚胎するといわれている。初生下床は岡結の不充分な

砂岩・礫岩等に鍍染してレンズ歌ないし鑛輿献をなす。

　　北鎭鑛床は比較的随二丁物tこ乏しい。初雪の平石は比較的ルーズであるに拘らずかたい子

等鑛ないし砂鑛を比較的に多産した。跨下の観察ではこのような下階は明らかに辰砂前のepト

genetic　origin¢〉珪酸によって硬化された形跡がある。鑛液が礫渚をおかす過程をみると辰砂

を含む鑛液は最初に孔隙や微細な割目を通じて浸入し先ず室照を充填する。

　　その後に基質が交代される。この渦程では礫岩を構成する礫りはその中に割目を有しない

限り鍍化伜用からまぬがれる。…三野化の進んだ段階では緻密な圓礫は放射歌及び同心元歌の

爾方向から内部に交代鍛食されてゆく。個版IIの15）

　　鄙ち交代作用が推進されるための組織上の要求が極めて萌らかに理解される。

　　かかる試料は琢磨面で観察すると鑛液の通路にあたったと想像される部分では，結晶は特

に大きく威餐iしこれから遽iざかる平門粒子が小さくなってゆく。（圏版IIIの16）（岡山mの17）

既述のように鑛化作用が進んで礫岩中の礫が交代される場合，ζの礫の部分は極めて微小な辰

砂の等粒集合艦になっている。辰砂の結晶粒は鎖散・交代によって生長するものであることを

示している。かかるものは不等粒構造の極端な例であるが，他の多くの鑛床においても類似の

講造を観察することが出來る。

　　北鎭鑛床の・一一一部には少量の自然水銀・黄鐵鑛等を産するが詳細については不明である。

　　開床付近の川流に粧う砂鑛中にかつて大きさ5c㎜角程度の二階拗紫色辰砂よりなる扁

穿な亜角礫を見出した。鏡下では曙罰紫色の辰砂が羽奄1伏玉髄質珪酸と同時に沈澱してい

　註）　基盤の古期日に面來したと思われる堅い頁岩質掃挙小躍礫。
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る。（圏版IIIの19）（旧版IIIの20）

　　辰砂は透過光による薄片の観察では極めて小榔分的に鮮紅色透明であるが全鯉として不透

朋に近い。斜反射光の観察では赤色と曙罰紫色の部分が襖雑に入りくんでいる。更に逓常の琢

磨面による観察では結晶0．5mm程度の結晶から域り立っている。個版班の21）

　　砂平中には赤色の硫化水銀と透過光ないし聯帯射光で塗く暗黒色のそれとが回心圓歌の韻

律的沈澱をなすものもある註η。（山脚IIIの18）

　　北鎭鑛山の南西方響距離にしておよそ鍬100mの鑛斑内に古期の黒色頁岩暦を母岩とし

て殆んど硫化鐵籏のみよりなる不下期野毛がある。鑛石は鏡下で晶出順に石英一閃亜鉛鑛・

黄銅鑛一黄野外一玉髄質珪酸等4）組合ぜよりなる。閃亜鉛鑛中には離溶によって生じたと

老えられる微小な黄銅鍍のblebs　or　spotsが多藪生じている。この細賑は直接には永銀鑛床

とかかわりが観られない。

　　天璽山山．（天慶國中川郡美深町字温根内）

　　脊梁内的系統の水銀鑛山の代表的なものであり，一時盛んに稼行されたことがあった。白

亜紀の霊として頁岩・砂岩等の凹凹よりなる地暦を蛇紋岩が貫き繭岩の接下部に近い蛇紋岩の

周邊に沿って鑛床を胚胎する。

　　蛇紋岩は鑛化作用の：先回をなす熱水液により著しく攣質しSlllea－Carbomate岩に攣って

いる。珪酸一炭酸盤についで硫化鑛物が生成した。先ず三下において含水銀駒銅鍍（Metcurian

硬etrahed批e－Sehwatziもe＞と推定されるものが槻察される。（版圏IIIの22）

　　　　これは母岩中にあって常に自形ないし雫霞形を呈し，その晶癖は明らかにCub三。　Sys七emに矯す

　　もるのと推定される。大きさは0．01～0．05mm程度，散無占粒欺を呈する。白色に近い淡次色で濤浸レン

　　ズではクリーム白色である。Photometerによる反射率の測定では辰砂を標準にしてIn　air　red　30。

　　十字ニコルでは等方性で完全に暗黒である。購酸に反鷹せず，硝酸では瞬時にして曇り拭ってもおちな

　　V”o

　　　CrO3－ffc1溶液では纐く短時問に極めて明らかな累幣溝造をあらわす13）o（圃版IIIの23）

　　郎ち鋤銅鑛群の鑛物と藩えられるがその明るさや色等から含水銀響銅鋤（M：ercurian　Tet－

rahedrite－Sehwatzite）と考えることが謁來よう。

　　辰砂は含水銀響銅鑛におくれて生成した。

　　辰砂は叉極めて密接に輝安街園）を俘う。（田川Ivの24）個版Ivの25）了簡の翻係はCry－

stallogra，phic　Iatergrowthに類し輝安鑛は辰砂の内部：父は周邊に滑って生成し，辰砂から離

れて存在する頻度はむしろ極めて小さい。硫化鐵鑛はこれらの硫化物におくれている。その量

は少いが中でも黄鐵鍍が主で白州鑛は少い。品洞をみたす比較的三下の辰砂や自然水銀はその

後の最末期に沈澱したものであろう。

　註工）　試料の閣係で琢磨面の畿察は行っていない。

　註2）顯微鏡的諸性質は既往の文献の記載に一敷するo
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　　以上の共生關係とは別に朝日鑛床においては閃亜鉛鍛が辰砂とが共生するのが観られる。

（國版IVの26）個版IVの27）ここでは直接には含水銀駒銅鑛や輝安鑛は随伸しない。この

閃亜鉛鑛と推定されるものは反射鏡下で次のような性質をもつている。

　　その生田は辰砂に先立ち，むしろ辰砂から離れて存在する頻炭の方が大きい。0．3mm程度の自形

性集粒珊珊窯獄をなすか，叉は0．05mm前後の自形ないし孚自形の粒歌集合灘ななす。その贔癖から

Cubic　Sy蕊emに厩するものと推定される。色は辰砂よりもかなり暗V・暗青茨色でPho七〇me七erに

よる反射寧の測定では辰砂を標準にしてIn　air　redユ88，　In　Oil　red　6．6。硬さは辰砂よ｝）もやや軟

かv・程度。衰面は特有のp批ed　surfaceを示す。高倍率抽浸レンズの槻察では比較的囲るv・部分と暗

い部分が複雑に簿成さ2，Vており，内部反射がかなP著しい。辰砂のそれが赤色なるに比して禍赤色『ξあ

る。（内部反射は高倍率油浸レンズによりはじめてみとめられる）

　　未だ知られなかった含水銀罰銅鑛，辰砂と閃距鉛鑛，辰砂と輝安鍍の極めて密接な縫俘關

係等は鑛画品的・地球化學的に極めて曙示に畜む三崩であるといえよう。

　　天馬野州付近の蛇紋岩醗には騎所に古來，輝三脚の存在が知られているが筆者が調査した

常盤村止若の例では天盤三山同檬はげしくSiliea－Carbonate岩に墾つた蛇紋岩中に晶出順に

鶏冠石一一輝安鑛一一黄鐵鑛一雄黄の組合せからなる鑓石を賦存するがこれにぽ含水銀鑛物

濾：見當らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mp

　　　　　　　　　　Sequenee　e’£　Crystallizatien　o£　Hypogene　Minerals

　　　　　］［tOi摂Uka　賊ihe

　　　af七er　prOPyri七iza七loix

Kaoline　N一．dv．”　．一．．
　（2ry　hypogene）

Silica　　　　　．幽．幅　　　　　　　　　一一

品目lci七e　　　　　　　　輔＿＿　　　　　　　一一n・V

Mareasite　一一．“一

C’innabar　ww
Na栃ve　Mercury　　　　　　　襯㎜諭

　　　　Aibets物騒i聡e

　　　af七er　propyr1七iza七ioll

Kaoline　　　　　　　＿團＿”謄
　（2ry　hypogene）

Silica　一一tt－
Py1｝至七e　　　　　　　　　－

Mareasite　一
eiimabar　‘　一一・一一・一

　　　　　Oketo　．Mine

　　after　propyri七1za七三Gil

Kaoline　一？一　（2ry　hypogene）

Si王ica

Bari七e　　　　　　　　　　　　畔旧

Pyri七e　　　　　　　　　　閑

Marcasi七e　　　　　　　　　　　漏一

Limoni七e　　　　　　　　　　卿

Cinnarbar　一　一一
Natlve　Mereury　一
　　　　雲OkO望0敢ine

af七er　propyri七iza七ion

Kaeline
〈2ry　hypog一　ene）

Serici七e

S三lica

Pyri七e

Mareasitt．

（Jinnabar

工～ぎat呈ve　Mercury

〈Lhaleopyri七e

PyrrhO七i七e

　　　寒

鰐鱒漏＿』一』昌　四



108 　　　　　　牛　澤　信　人、

　　　　　　　1”eshio　Mine

　　af七er　S慧icifica七ioRCarboni七iza七ioll

Schwa七zi七e　　　　　　　　　　　　一一

Sphaleri七e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋」

Cinnabar　一．一　一一
Native　Mercury　一一
S七ibni七e　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　＿

Pyri七e　　　　　　　　　　　　　　　　－

Marcasi七e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　第3圏　難物生壁順序概念圏

12

　　　　　　　　　　　　　　　　鑛床の生因的考察

　　一般に水銀鑛床の蜜鑓艦生域の三三には所謂Cap　yoel〈やalta，　gOu寒eなどの存在を必

要とすることはしばしば論かれるところである。しかし乍ら堀純郎8）も指摘するように仲々理

想的な構造は存在しがたい。筆者は町回組織の研究の結果からみて富鍍髄の形成はCap　rock

などの存在ととも暁交代作用によって推進されるものであることを張罪したい。從來のよう．に

Cap　rockの存在を弧制することと鍍化作用における交代的要素を比較的輕辞することは或程

度矛暦した考え方といわねばならない。地質的に同…下構の岩石であっても岩質や構造上に著

しい相違があれば，干る場合には上昇鍍化液に封してCap　rockと同様な効果を有すると考え

てよかろう。交代作用を論ずる堪L叉鑛液の母岩に封ずる撰男性についても言及せねばならな

い。しかし乍ら観察の結果では，母岩の撰揮性はその組織的構造下男件をぬきにして母岩の化

野組成のみに限定して老えた場合には，著しい傾向をあげることは困難であろう。

　　筆者は：先に随俘二物なる見出しの項において水銀鑛床の形域期にみられる諸鑛物の薩伴關

係や晶出順序等について考察を加えそれを概念的に圖式化することを試みた。先ず主として母

’岩攣質期に生成する線泥石・絹雲母等め含水珪酸盤が，その後の鑛化期における王昇熱水液に

よって盤基が溶脆し高陵土に塗化することは，その環境條件に攣化が生じたことを物語るもの

であろう。印ち鑛液は鑛化期間中にi次第に酸性に傾いて行ったものと解される4・le）。

　　無水珪酸については例えばStringham17）は熱かく饗質鑛物の生成條件の領域について圖式

化を行っているが珪酸の生成領域は極めて廣範なものであるとして除外し，ふれていない。梅

垣嘉治n）は無水珪酸の生成を（絹雲母・線泥石等と同様）何鰭…アルカリ性ないし中性溶液によ

るものであることを限定する必要がないことを詮きむしろ酸性溶液論を主張しているもののよ

うである。根本忠寛9）も又これと同様な推察を行っている。一方須藤俊男10）は珪酸のように常

に陰イオンとして行動するものはその溶液が強アルカリ性でなければ岩石の基地の中を四散移

動することは少く（割同を移動する場合以外）珪酸は酸性條チ牛下で殆んど移動しないと蓮べて

　　　　　　　　　　　　　　　　ttt一．
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いる。D」reyeer！9）もまたアルカリ論をとっている註）。以上珪酸の聞題については諸論粗矛盾し

て殆んど編一するところを求めがたい。フ1綴鍍床に・一般に見られる傾向としては珪酸の母岩へ

の滲透（珪化作用）は最：も早期に行わオ℃，裂舞を充填する珪酸の生成はこれについで鑛化期の

初期に行われている。興味あることは珪酸の生成が水銀鑛床の形成末期，鄭ち主なる水銀鑛物

の生威期である母岩中への搬散鑛三期まで延長されることは一一zzi　）la見られない。次に硫化鑛物

期における生成物であり，肇目立條件にある，辰砂一準辰砂，黄鐵二一白絹此等二三の同質二二に

ついて託れよう。このうち辰砂一打辰砂系においては別項においてすでにふれたように，その

modifiea七ion祁互の二三と鍍三生因とを結びつけて考えることは甚だ困難であるといわねばな

らない。

　　硫化二三については，1黄鐵鍵iは白二三と共存し比較的初期に黄三三を生じ，晩期に至るに

從って白鐵鍍の生じやすい傾向がみられる。白山鑛は比較的酸性低濃の生成物とされている3）。

筆者は水銀鋤化作期の諸三物の縫二三係にみられる諸傾向から，その溶液の組成は比較的鞭基

性からi次第に酸性に墾化していったものと考える。そして水銀の主要鍍化期は溶液が比較的酸

性に傾いた末期に行われたものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

　　イトムか置戸擾別擾山漢常畠・奥東・北鎭灰盤等の北海道における主要水銀鑛

霞の鑛石について，三石の麗理の岡題に寄與し成国を解明して探鑛を有利ならしめようとする

目的をもつて鑓石組徽に回する基．礎的研究を行った。

　　観察にあたっては，遽常のバルサムとガラスに封じた薄：片に斜めの反射光線をあてて観察

する方法が極めて有効であることを強調した。鄭ちかくすることによって硫化水銀のmod｛負一

ca七ion相互の二二やこれと他の三物との三三二二を一居明らかに知るための手懸りをえられ

る。叉從來完全に見おとされて來た通常の韓片中に封じこめられた霞然水銀の観察をはじめて

可能ならしめた。

　　鑛石の組織を綿密に観察することによって鑛化期における諸三物の随俘關係・鑛化作用の

遇程を明らかにした。中でも本邦において最初の二見である含水二三三三（Mereurian　Tetra－

hedrite－Sehw翫tzlte＞の三舞1愛や辰砂と黄銅鍍・三三鐡鑛・記念｛｝鑛・輝安鑛等々との二二關係

を朋らかにしたことは鑛床學的意義も少くない。鑛床の形域にあたっては交代的要素の極めて

大きいことを強調し，最後に観察事實を基礎にして生三論的考察を試みた。

註）Dreyerは水銀鑛物の生成は珪酸の！：k成と同時に了了われ駿酸撫のそれとは異ると蓮べている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　版　　論　　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國　　版　　1

1．朴ムカ鑛両。通常の薄片に斜めの反導輝線をあてて：観察したもの。Ms．，＿厳鑛，　ea1＿＿方解羅r，

Cb．．＿．辰砂，矢躍が自然水銀を示す。自然水銀粒のまわVの辰砂が黒ずんでいる。倍旧15

2．イトムカ鑛山。複輝石安山岩中の辰砂。複輝石安山岩はわずかに線泥石化・方解石化作用を受く。aug

．．．．一
O鮮な軍斜輝石，Chl．．＿．線泥石，　Cb，．．＿辰砂，倍黍15，01ユe　nicol．

3．・fトムカ鑛山。Sic＿、．．玉髄質石英，　Cal＿＿方解石，　Ms．．＿．白睡眠，　Cb．．．．．．辰砂1倍肇8，0ne　nicol．

4．　イトムカ鑛山産。Cb，．＿．辰砂，　R＿＿交代残物（証歌安山岩・），倍牽40，　CSrGSged　nicoL　po1量shed　sec一

七io　l1

5．イトムカ鑛山。q＿＿石英，　S三。．．．．．．三E灘質石英，　CaL＿．．方解石，鍛s＿．．．白獄死，　Cb．．．．．．展砂，倍率

15　one　nieol．

6．翻心鑛画。Sic＿＿蕪髄質石英，　Py、．＿黄鐵鑛，｛麟q5，　Qne　nicol．

7．置戸鑛肉。Sic，．＿薫髄質石英，　Py．＿一黄鐵鑛，　Cb＿＿辰砂，倍率15，0鵬nicol．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國　　版　　：［1

8，9．澱戸鑛山。Sic，，．．，．玉髄質石英，　Lm．，＿．褐鐵鑛，　Cb．＿．，辰砂，それぞれone滋co1．とCrossed

　nicoLで凝察したもの。倍率15

1G，概戸鑛山。　Sic＿蕊髄質石英，　OP．．＿蛋自石，　Cb．．＿疲砂，倍率15，0ne　nieOL

11。愛別鑛山。PL．＿曹長石，　Cb＿＿展砂，倍寧1δ，　one　1ユicoL　　　　　’

12．常呂鑛山。Cal．＿．．方解石，方解石中の朋る〉・散購妖の鑛物は辰砂，倍率エ5，0ne　nicol．　polished

　sec七ion

13．常呂鑛肉。Py＿＿黄鐵鑛，　eb＿＿辰砂，　Po．，＿磁硫蛾鑛，倍率50，0neエ≧icel．　pol三shed　sec七iol1

14・常呂鑛Bg。　Cb一，辰砂，辰砂の粒の周圏に玉髄質石英のpressure　shad・wヵ1みられる。倍寧16，

　¢Tossed　nicol．

15。北鍾鑛山。　礫岩中の礫を交代する辰砂（Cb），倍率15，0ne掘cO1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　版　　盤

エ6．北鎭鑛山。礫岩を交代する辰砂（Cb），倍率4e　crossed　nicol．　polished　se磁On

17．北鎭鑛山。砂礫岩の空隙部に特に粗粒な辰砂の結晶が∠tじてv・る面子をしめす。倍寧49，crossed

　nieol．　polished　section

18．北疵口山。辰砂（Cb）と黒色硫化水銀（M七c）の韻律的沈澱を示す。倍率工5，0ne　nicol．

ユ9，20，21．北鎭鑛山。Sic．＿ヨ三髄質石英，　eb＿＿流砂，一側19は8（one　n量eoL），20は工5（crossed

　section），　2ユ　は　40　（crossed　RicoL　polished　sec七ion）

22。天盤鑛出。Sw＿．含水銀罰銅鑛，　Cb．＿．．辰砂，倍率40，0ne　llicol．　polished　sect三〇n

23．天盤鑛山。　含かく銀顯銅鑛（Sw）のCrO3zHC1津液による腐蝕累精構造，腐蝕時罵1分，倍率：50σ，

one　n圭coL　poユished　sec七ion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悶　　版　　，’i　v

24，　L）・5．　胎盤鑛肉。　Cb．．．，．．辰砂，　Sb．，．．．」暉墨描，　倍率500，0ne　nico1．　po11shed　sec七豆on

26，27．天下鑛由。eb＿＿衰砂，　Sエ．，．＿閃亜鉛鑛，倍峯51），　one　nieol．｝）olished　sec七1on
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